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活
力
あ
る
足
立
の
ま
ち
づ
く
り

と
子
育
て
支
援
の
充
実
を
！
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い
な
い
区
民
を
対
象
に
内
科
、
眼
科
、

婦
人
科
、
認
知
症
等
を
セ
ッ
ト
に
し

た
無
料
健
診
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
】
現
在
の
健
診
体
制
は
、
国

民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
、
内
科
検
診
を
年
１
回
、

無
料
で
受
診
が
で
き
、
必
要
に
応
じ

て
眼
底
検
査
も
受
診
で
き
る
。
今
後

と
も
健
診
を
含
め
た
、
健
康
増
進
、

介
護
予
防
に
つ
い
て
、
関
係
所
管
と

連
携
し
て
、
検
討
を
深
め
て
い
く
。

全
力
で
地
下
鉄
８
号
線
を
誘
致
せ
よ

【
問
】
平
成
27
年
度
中
に
は
交
通
政

策
審
議
会
の
新
た
な
答
申
が
出
さ
れ

る
よ
う
だ
が
、
こ
の
大
切
な
時
期
に
、

関
係
機
関
へ
の
要
請
活
動
と
地
元
へ

の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
次
期
答
申
に
区

内
延
伸
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
た
め

の
力
強
い
取
り
組
み
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
。

【
鉄
道
立
体
】
区
と
し
て
も
、
平
成

27
年
度
の
次
期
答
申
に
向
け
、
こ
の

１
年
は
正
念
場
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
「
何
と
し
て
も
地
域
に
新
線
を

誘
致
す
る
」
と
い
う
区
民
の
熱
い
思

い
を
醸
成
し
、
次
期
答
申
で
区
内
延

伸
が
確
実
な
も
の
と
な
る
よ
う
最
善

を
尽
く
し
て
い
く
。

学
校
選
択
制
の
検
討
状
況
は

【
問
】
区
教
委
は
学
校
選
択
制
や
二

期
制
等
の
検
証
の
た
め
検
討
会
を
設

置
、
年
度
末
ま
で
に
結
論
を
出
す
と

の
こ
と
だ
が
、
学
校
選
択
制
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

【
学
校
教
育
】
保
護
者
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
、
肯
定
的
な

回
答
が
多
い
こ
と
か
ら
一
定
の
効
果

は
出
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一

方
で
、
児
童
・
生
徒
数
の
不
均
衡
や

地
域
活
動
へ
の
影
響
等
の
指
摘
も
あ

り
、
現
行
の
制
度
の
部
分
的
な
修
正

も
必
要
と
考
え
る
。

二
期
制
の
評
価
を
問
う

【
問
】
二
期
制
や
夏
休
み
短
縮
に

よ
っ
て
、
ど
の
程
度
の
授
業
時
間
数

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
。
現
状

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

見
直
し
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

【
学
校
教
育
】
小
・
中
学
校
と
も
に
、

50
時
間
か
ら
60
時
間
程
度
の
授
業
時

数
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
余
裕

あ
る
授
業
時
間
を
確
保
で
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
個
に
応
じ
た
指
導
や
基

礎
学
力
定
着
の
た
め
の
補
習
等
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
期
制
を
三
期
制
に
戻
し

た
場
合
の
影
響
等
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
な
た
め
、
教
育
委
員
に
よ
る
教

員
の
聞
き
取
り
調
査
に
着
手
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
影

響
は
あ
っ
た
の
か

【
問
】
保
育
施
設
の
利
用
調
整
結
果

通
知
が
発
送
さ
れ
た
が
、
新
制
度
の

す
べ
て
の
保
育
施
設
が
利
用
調
整
の

対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
問
題
等
が
生

じ
て
い
な
い
か
。
特
に
パ
ー
ト
タ
イ

ム
等
の
短
時
間
就
労
世
帯
や
求
職
中

の
世
帯
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
子
ど
も
】
短
時
間
就
労
、
求
職
中

世
帯
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
認
可
保
育
所
を
中
心
に
利
用
申
請

し
て
い
る
た
め
、
一
次
の
保
育
施
設

利
用
調
整
で
は
不
承
諾
と
な
る
状
況

が
発
生
し
、
結
果
と
し
て
小
規
模
保

育
や
家
庭
的
保
育
に
多
く
の
空
き
が

出
て
い
る
。
今
後
、
二
次
の
利
用
調

整
の
中
で
、
待
機
と
な
っ
て
い
る
短

時
間
就
労
世
帯
等
を
小
規
模
保
育
や

家
庭
的
保
育
に
つ
な
げ
て
い
く
。

活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

を
発
行
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
プ
レ
ミ

ア
ム
率
10
％
、
発
行
総
額
２
億
２
千

万
円
を
20
％
、
総
額
12
億
円
と
予
定

し
、
平
成
27
年
７
月
ま
で
の
発
行
を

目
指
し
、
大
規
模
な
区
内
消
費
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
４
月
よ
り
エ
コ
家
電
の
買

い
替
え
促
進
、
７
月
よ
り
障
が
い
者

の
店
応
援
事
業
を
開
始
し
交
付
金
を

活
用
す
る
。
予
算
総
枠
３
億
７
千
万

円
の
消
費
喚
起
策
を
実
施
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
に

【
問
】
平
成
27
年
度
を
子
ど
も
の
貧

困
対
策
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、

効
率
的
な
資
源
の
投
入
を
図
る
と
し

て
い
る
。
新
規
拡
充
事
業
に
留
意
し

た
点
は
何
か
。

【
福
祉
】
「
貧
困
を
予
防
す
る
」
「

貧
困
か
ら
救
う
」
「
貧
困
の
連
鎖
を

断
つ
」
の
観
点
で
、
出
生
前
か
ら
就

労
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の

若
者
を
ひ
き
こ
も
り
に
し
な
い
！

【
問
】
区
は
昨
年
、
若
年
者
対
象
に

就
労
状
況
及
び
就
労
意
識
調
査
を
実

施
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
区
に
は

２
千
525
人
の
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が

い
る
と
推
計
さ
れ
た
。
ひ
き
こ
も
り

に
し
な
い
未
然
防
止
の
取
り
組
み
が

重
要
だ
が
区
の
対
応
を
伺
う
。

【
副
区
長
】
未
然
防
止
に
は
電
話
・

メ
ー
ル
・
来
所
相
談
等
、
身
近
に
相

談
で
き
る
所
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
区
で
は
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
あ
だ
ち
」
を
開
設
し
、
10
代

の
青
少
年
を
中
心
に
支
援
し
て
き
た
。

引
き
続
き
、
中
学
校
・
都
立
高
校
に

周
知
し
、
で
き
る
だ
け
若
い
う
ち
の

対
処
で
、
ひ
き
こ
も
り
を
未
然
に
防

止
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。　

介
護
予
防
の
さ
ら
な
る
充
実
を
望
む

【
問
】
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
目
途
に
産
学
公
が
介
護
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、
健
康
状
態
や
介

護
状
態
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
合

っ
た
専
門
的
な
介
護
予
防
事
業
を
、

徹
底
し
て
全
区
的
に
展
開
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

【
福
祉
】
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
に
、
介
護

予
防
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
健
康

状
態
を
把
握
し
た
上
で
介
護
予
防
事

業
を
案
内
し
、
元
気
高
齢
者
対
象
に

「
一
次
予
防
事
業
」
、
要
介
護
の
恐

れ
の
あ
る
方
に
「
二
次
予
防
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
26
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
で

き
め
細
や
か
な
対
策
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
。
健
康
・
生
活
実
態
調
査
や

就
学
前
歯
科
検
診
の
強
化
を
は
じ
め
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
等
、
課
題
や
問
題
の
早
期
解
決

を
心
が
け
対
策
を
進
め
て
い
く
。

新
た
な
魅
力
あ
る
ま
ち
の
創
出
へ

【
問
】
六
町
と
江
北
は
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
の
か
。

特
に
江
北
は
、
区
民
要
望
を
踏
ま
え

先
の
定
例
会
で
大
学
病
院
を
誘
致
す

る
等
、
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
六
町
エ
リ
ア
は
、
来

年
度
中
に
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

し
、
ま
ち
の
将
来
像
を
お
示
し
し
た

上
で
、
六
町
駅
前
の
活
性
化
に
向
け

広
く
情
報
収
集
を
行
う
。
そ
の
際
、

地
元
要
望
の
区
民
事
務
所
や
子
育
て

支
援
施
設
も
検
討
を
進
め
る
。

　

江
北
エ
リ
ア
で
の
大
学
病
院
等
の

誘
致
は
、
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
推
進
本

部
で
手
法
を
含
め
た
実
現
の
可
能
性

を
積
極
的
に
探
っ
て
い
る
。
今
後
も

取
り
組
み
を
進
め
、
具
体
的
に
な
り

次
第
、
速
や
か
に
報
告
す
る
。

タ
ク
シ
ー
を
移
送
手
段
に
活
用
せ
よ

【
問
】
災
害
時
要
援
護
者
の
第
一
次

避
難
所
か
ら
第
二
次
避
難
所
等
へ
の

移
送
は
東
京
福
祉
バ
ス
の
み
で
、
災

害
時
に
は
車
両
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。

区
内
に
は
タ
ク
シ
ー
会
社
が
多
数
あ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
都
区
内
の
地
理

を
熟
知
し
、
道
路
が
通
行
不
能
と
な

る
状
況
で
も
迂
回
路
の
対
応
が
可
能

で
あ
る
。
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

や
民
間
タ
ク
シ
ー
会
社
と
の
協
定
を

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
大
規
模
災
害
時
に
、

自
力
移
動
が
困
難
な
方
の
移
送
対
策

は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ご
提

案
の
と
お
り
、
協
定
締
結
に
向
け
協

議
を
進
め
て
い
く
。

３
期
目
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
て

【
問
】
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
社
会
を
乗
り
越
え
る
か
じ
取
り

が
必
要
と
な
る
。
新
た
な
「
足
立
創

生
」
に
向
け
た
区
長
の
公
約
を
伺
う
。

【
区
長
】
１
つ
目
は
、
育
ち
つ
つ
あ

る
区
の
可
能
性
の
芽
を
大
き
く
育
て
、

前
進
す
る
た
め
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と

し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
花
畑
・

江
北
地
区
に
ご
要
望
の
施
設
誘
致
を

実
現
し
、
千
住
地
域
に
次
ぐ
活
力
あ

る
街
づ
く
り
の
核
を
作
っ
て
い
く
。

他
の
地
区
も
具
体
的
な
計
画
を
策
定

し
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

２
つ
目
は
、
４
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
的
課
題
の
克
服
に
今
後
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。
議
会
や
区
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
つ
つ
、

正
し
い
戦
略
を
描
き
、
区
を
前
へ
、

前
へ
と
進
め
る
べ
く
全
力
を
尽
く
す

決
意
で
あ
る
。

交
付
金
の
活
用
で
消
費
拡
大
を
図
れ

【
問
】
国
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算

に
、
地
方
創
生
交
付
金
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。
区
も
、
例
え
ば
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を

10
％
か
ら
20
％
に
す
る
等
、
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
交
付
金
を
積
極
的
に


